
B

・今後も引き続き学
校の出来事、様子に
ついて幅広く発信す
ることに努める。

特色ある専門高校として
の人財育成に取り組む姿
を発信する。

２　みつばち学習発表
会では、各科の取組や
国際交流等の発表を行
うことができた。

2　みつばち学習発
表会の内容が深まり
開かれたものになっ
ている。

２　取組に探究的な要素を取り
入れ、発表方法も工夫する。一
般の方の観覧も検討していく。

２　今年度のみつばち学
習発表会では、従来の内
容に加え新しい取り組み
(DXハイスクール、プロ
フェッショナル・イン
ターンシップなど)も加
え、充実した内容となっ
た。

B

・発表内容のより一
層の充実を図るた
め、日常的な学びの
中から明確な目標や
計画性を持たせる必
要がある。また外部
への情報発信の方法
について検討の余地
がある。

３的確な情報発
信

メディアを利用して、教
育内容を分かりやすく伝
達する。

１　行事や授業の様子
等、頻繁にホームペー
ジに掲載することがで
きた。新たにインスタ
グラムによる情報発信
を開始した。

１　ホームページや
facebookがさらに見
やすく充実したもの
になっている。

１　教職員がICTの知識を深め
ることで、より多くの教職員が
情報発信を行う。

１ 授業の様子を積極的に
取り上げ、またwebページ
の修正を迅速に行うこと
ができた。

B

・生徒の安心・安全
を確保できるよう校
内でのサポート体制
を強固にするととも
に外部機関との連携
も強化する。

社会生活におけるルー
ル・マナー・モラル等を
遵守する習慣や規範意識
を習得させる

３　90％以上の生徒
がきちんとした着こ
なしをしている。

４　継続的に分離礼
の取組や環境保全に
ついての啓発活動を
積極的に行ってい
る。

３　服装面・生活面ともに全職
員で連携し、粘り強く指導す
る。

４　学校生活の全ての場面で全
職員で礼儀・作法について指導
する。

３　｢基本的生活習慣が確
立されている｣と回答した
生徒の割合は87.8％。他
方服装違反、遅刻を繰り
返す生徒も見られる。
４　講習会や授業を通じ
て啓発に努めたが、必ず
しも生徒の自主的・自発
的な取り組みには至って
いない。

C

・生徒との対話を通
じて粘り強く指導す
る。また全職員が足
並みを揃えた指導を
図る。

２基本的生活習
慣の確立

知・徳・体のバランスが
良い生徒を育成する

１　基本的な生活習
慣が確立していると
考えている生徒及び
保護者の割合：両者
とも90％以上。

２　引き続き生徒理
解に努め、全職員で
共有している。

１　生徒、保護者、教育相談を
はじめとする校内組織及び関係
機関の連携を強める。また生徒
が安心して学校生活が送れるよ
う、生徒に積極的な働きかけを
行う。
２　ハイパーQUやストレスマネ
ジメントを継続して行い、情報
を共有しながらきめ細かく対応
していく。

１　基本的な生活習慣が
確立していると考える生
徒の割合：87.8％、保護
者の割合85.6％

２　生徒に関する情報共
有はきめ細やかに行うこ
とができた。

１　基本的な生活習慣
が確立していると考え
ている生徒の割合：
88.6％、保護者の割
合：85.5％

２　保健室来室者の状
況等を鑑みて、必要に
応じた保健指導を実施
し、基本的生活習慣の
定着を図った。

３　登下校時、ネクタ
イ未着用の生徒が一部
みられる。

４　日常的に挨拶がで
きない生徒がみられ
る。

C

・基礎学力の定着を
目指し、各教科との
連携を通じて家庭学
習の取り組みを高
め、また夏季・冬季
講習等の計画、実施
を行う。

一般教養を習得させ、社
会人としての必要な力を
身に着けさせる。

３　ICT活用を進めてい
いるところ(職員の
81.6%が「ICTを活用し
た授業を実施した」と
回答)。

４　「授業理解におけ
る肯定的評価」の割
合：85.8％、朝読書・
朝勉強テストで知識が
身についていると感じ
ている生徒の割合：
73.8%

３　全ての教員が
ICTを活用した授業
を行っている。

４　授業理解におけ
る肯定的評価」の割
合及び朝読書・朝勉
強テストで知識が身
についていると感じ
ている生徒の割合：
85％以上

３　Chromebookを授業や課題に
積極的に活用する。そのための
校内研修を充実させる。

４　朝勉強テストを含め知識及
び学力向上について、その効
果、代替策についてICT活用を
視野に入れながら研究、検討を
行う。

３　職員の78.9％：「ICT
を活用した授業を実施し
た」と回答。関係分掌や
ICT支援員を中心に研修を
延べ９回実施。

４　生徒の84.8%：授業に
対する理解について肯定
的な意見。「朝読書・朝
勉強テストで知識を身に
つけた」と回答した生徒
の割合は76.7％。

B

・引き続き関係分
掌、ICT支援員と連携
し、授業に活用でき
る研修の充実を図
る。
・朝勉強テストにつ
いてはICT活用を含
め、代替策の研究、
検討を行う。

１基礎学力の向
上

家庭学習を充実させ、基
礎学力を定着させる。

１　１時間以上の家庭
学習を行っている生徒
の割合：25.1％

２　検定対策、学力下
位層に対する指導、課
題提出等の取組を行
い、一定の成果は得ら
れた。

１　１時間の家庭学
習を行っている生徒
の割合：30％以上

２　教科間の連携を
密にし、地域貢献に
繋がる汎用性のある
学力を育成する。

１　各教科が連携して家庭学習
に取り組ませると同時に、生徒
自ら学びを深めたくなるような
仕掛け作りを行う。

２　定期考査や各種検定の対策
を行う等きめの細かい学習指導
を行う。

１　1時間以上の家庭学習
を行っている生徒の割
合：26.6％

２　検定対策、学力下位
層に対する指導、課題提
出等を通じてきめ細やか
な指導を行っている。
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中長期目標
（学校ビジョン）

　　　　　　　　１　意欲を育てる
大胆な挑戦　　　２　成長を支える
　　　　　　　　３　変化を求める

今年度の
重点目標

１　基礎学力の向上　　　２　基本的生活習慣の確立

３　的確な情報発信　　　４　キャリア教育の充実

５　地域社会への貢献　　６　業務改善の取組
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B

・教職員もICTの活用
をより一層行い、業
務の共有、協働を図
る。

長時間勤務を解消する。 ２　一部教員に長時間
勤務が偏る傾向があ
る。

２　「部活動に係る
活動方針」に沿った
部活動が行われてい
る。

２　休日の部活動においては、
できる限り顧問間で分担し、指
導するようにする。

２　部活動指導員の活用
(R6年度1名)を通じて、教
員一人あたりの部活動指
導時間の軽減を図る。 B

・一部の教員に負担
がかからないよう顧
問間での連携を強化
する。

６業務改善の取
組

ワークライフバランスを
保つことを推進する。

１　時間外業務が年間
360時間を超える職員の
割合：5.7％（昨年度よ
り減少）。

１　各個人の時間外
業務が月30時間（最
大45時間）以内、年
360時間以内

１　業務の効率化を図り、教員
間で分担することで科内及び分
掌内で協働・共有化を図る。

１　時間外業務が年間360
時間を超える職員の割
合：10.6％（1月末現在）
また欠席連絡、保護者会
の時間設定等をgoogle
classroomで実施した。

A

・探究的な学びを深
めるため、低学年よ
り学びに対するスキ
ルを学び、身につけ
る必要がある。

学校や地域で主体的に行
動でき、地域社会の発展
を進める人財を育成す
る。

２　ｅスポーツ活動で
は、Ｒ５年度22回の外
部との連携による活動
を行った。

３　社会貢献を推進し
ようとしている生徒の
割合：85%
コロナウィルス感染症
５類移行を受け、地域
の保育所、小学校、高
齢者施設などとの交流
が再開し、販売実習や
ボランティアなども活
発に実施されている。

２　販売実習等に主
体的に取り組むこと
で、生徒が地域に愛
着をいだき、地域の
方々も本校を応援し
ている。

３　社会貢献を推進
しようとしている生
徒の割合：85％以上

２　地域交流の拠点となる施設
との交流や連携を深め、地域に
密着した活動を行う。また、e
スポーツ活動を通じて高齢者施
設等とのつながりを深める。

３　生徒が達成感を感じること
ができる活動にすることで、生
徒の積極性を高めていく。
４　SNS等を活用しながら地域
のニーズを把握、掘り下げ、新
たな形での地域貢献を模索して
いく。

２　eスポーツ活動では外
部との活動を20回実施
し、地域との関わりを深
めることができた。

３　「社会貢献を推進し
よう」としている生徒の
割合：86.1％　福祉施
設、諸団体との交流によ
り他者理解、人権意識の
涵養ができた。

A

・今後も継続して取
り組む。
・ボランティア活動
や各種団体の取り組
みについては、積極
的に生徒への情報提
供を行い、生徒の積
極性を促す。

５地域社会への
貢献

地域活力の導入や地域活
性化の推進を行う。

１　課題研究におい
て、地域連携や地域貢
献に取り組んだグルー
プが多く見られた。

１　生徒が探究心を
持って主体的に課題
研究に取り組んでい
る。

１　生徒が主体性を持って課題
研究に取り組む仕掛けづくりを
行い、地域へ積極的に出向いて
いく。

１　生徒が地元企業や各
種団体と連携したり、地
域住民との交流を通じて
問題解決に取り組んだ。
学校での学びを通じて活
動の場を校外に求める生
徒も見られる(とっとり若
者活躍局、YONAGOまちな
かハイスクール、とっと
り夢プロジェクト等への
参加)。

B

・これまでのプログ
ラムに関して、専門
性との連動等を再認
識、再検討しキャリ
ア教育全体の計画の
見直し、整理を図
る。
・職員全体の研修を
実施し、進学指導の
充実を図る。

専門的な学習の取組を深
め、より高度な専門資格
を取得させる。

３　専門的な学習を深
めることができたと考
える生徒の割合：92.5%
資格取得に向けた放課
後講習を計画的に実施
している(商業、調理
コース)

３　専門的な学習を
深めることができた
と考える生徒の割
合：90％以上

7/ ３　専門的な学習を深め
ることができたと考える
生徒の割合：95.6％
　家庭学科では、初の四
冠王(洋服・和服・食物・
保育)を達成した(1名)。 B

・生徒にカリキュラ
ムをよく理解させ、
難易度の高い資格取
得に向け、生徒への
動機付けを段階・計
画的に行う。他方、
基礎的な内容の定着
を図る必要もある。

４キャリア教育
の充実

職業観・勤労観の育成を
図り、進路の実現を目指
す。

１　幅広い視野で主体
的な進路検討ができる
ようにするため、学年
全体で大学等見学、企
業見学及び対話型の企
業人との座談会をする
などの充実を図った。

２　放課後に、生徒保
護者を対象とした大学
説明会の開催や、本校
に適した進学情報を提
供した。

１　生徒の職業観・
勤労観が高まり、明
確な進路意識を持っ
ている。

２　大学進学を目指
す生徒がより高い意
識を持って受験に挑
戦している。

1.2　専門性を活かしたキャリ
アを形成するため、体系的な取
組となる年間計画を再構築し、
各種事業の充実を図る。また、
より高い意識を持って受験に挑
戦できるようにするため、総合
型選抜や学校推薦型選抜の対応
に関する職員研修等を行う。

１　学年に応じた進路行
事及びキャリア教育プロ
グラムをPDCAで再構築、
内容の充実を図った。2年
生｢プロフェッショナル・
インターンシップ｣は4名
参加し、有意義な内容で
専門性を高めることがで
きた。
２　入試形態が多様化・
複雑化する中で、分掌・
学年を通じて進路情報の
提供に努めた。教職員へ
の研修は未実施。


	A3版

